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記録映画

ぇiな
声なき者たちの証』

完成

ら
い
予
防
法
廃
止
一
周
年
を
協
会
総
裁
で
あ
る
三
笠
宮
寛
仁

記
念
し
て
財
団
法
人
藤
楓
協
会
親
王
殿
下
を
は
じ
め
、
厚
生
省
、

と
全
国
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
入
藤
楓
協
会
、
全
療
協
（
本
部
、

所
者
協
議
会
、
高
松
宮
記
念
ハ
多
磨
、
栗
生
、
駿
河
、
長
島
）
、

ン
セ
ン
病
資
料
館
が
企
画
し
、
日
本
ハ
ン
セ
ン
病
学
会
、
所
長

昨
年
二
月
よ
り
全
国
十
五
カ
所
連
盟
、
全
医
労
な
ど
の
関
係
団

の
国
立
、
私
立
ハ
ン
セ
ン
病
施
体
と
報
道
関
係
外
七
百
数
十
人

設
、
そ
の
他
で

撮
影
し
た
記
録

映
画
「
見
え
な

い
壁
を
越
え

て」

ー
声
な
き

者

た

ち

の

証

言
ー
が
、
中
山

映
画
に
よ
っ
て

制
作
さ
れ
こ
の

程
完
成
し
た
。

――
―
月
三
十
一

日
午
後
一
時
三

十

分

よ

り

東

京
・
有
楽
町
マ

リ
オ
ン
に
お
い

て
試
写
会
が
行

わ
れ
た
。

当
日
は
藤
楓

社会を隔てた壁

が
参
加
、
試
写
会
と
し
て
は
異

例
な
超
満
員
の
盛
況
で
あ
っ
た
。

こ
の
映
画
は
公
立
施
設
の
で

き
る
以
前
の
宗
教
家
た
ち
に
よ

る
救
済
活
動
に
も
触
れ
る
と
と

も
に
、
明
治
四
十
二
年
以
来
九

十
年
間
に
わ
た
る
強
制
隔
離
収

容
政
策
を
告
発
し
て
い
る
。

海
、
塀
、
垣
根
な
ど
患
者
と

社
会
、
人
間
と
人
間
を
隔
て
て

き
た
も
の
は
何
か
？
人
々
の

心
の
中
の
「
見
え
な
い
壁
L

と

は
何
か
？
偏
見
差
別
を
助
長

し
て
き
た
実
態
は
何
ん
だ
っ
た

の
か
？
青
森
か
ら
沖
縄
ま
で
、

全
国
十
五
園
（
院
）
の
入
所
者

が
述
べ
る
赤
裸
々
な
証
言
は
真

に
迫
る
も
の
が
あ
る
。

室
戸
台
風
、
外
島
事
件
、
長

島
事
件
、
草
津
の
人
権
闘
争
、

黒
髪
校
通
学
拒
否
事
件
、
藤
本

事
件
、
ら
い
予
防
法
闘
争
な
ど

長
い
歴
史
の
中
で
お
き
た
数
々

の
た
た
か
い
に
も
ふ
れ
、
人
権

と
は
何
か
、
人
間
の
尊
厳
と
は

何
か
を
問
い
か
け
て
い
る
。

さ
ら
に
生
き
残
っ
た
入
所
者

た
ち
の
今
後
の
補
償
と
啓
発
活

動
も
訴
え
て
い
る
。
な
お
、
こ

の
映
画
は
ビ
デ
オ
化
さ
れ
る
。
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三
月
一
日
よ

り
四
月
二
十
日

ま
で
資
料
館
研

修
展
示
室
に
お

い
て
「
好
善
社
・

慰

廃

園

回

顧

展
L

が
開
催
さ

れ
て
い
る
。

三
月
一
日
は

好
善
社
の
藤
原

偉
作
理
事
長
、

成
田
資
料
館
運

営
委
員
長
、
秋

津
教
会
、
元
慰

廃
園
関
係
者
ら

多
数
が
出
席
し

て
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
が
行
わ
れ
た
。

社
団
法
人
・

二

月

四

日

よ

り

三

月

二

日

ま

療

協

会

長

、

高

瀬

重

二

郎

氏

の

で
「
病
と
隔
離
」

1

日

本

の

近

「

ら

い

予

防

法

廃

止

と

今

後

の

代
と
ハ
ン
セ
ン

i

i

<

i

く

、

課

題

」

及

び

近

現
代
史
研
究
者
、

藤
野
豊
氏
の

病
—
を
テ
ー
マ

{
8呵3
nハ
E
3
E四5四
国3祖

r病
と

隔

離

」

展

誓

の

な

か

に
パ
ネ
ル
展
が

開
催
さ
れ
た
。

こ
の
展
示
会

i
iて

i
く

、

の

ハ

ン

セ

ン

に

は

邑

久

光

明

園

、

長

島

愛

生

病

」

に

つ

い

て

の

講

演

が

行

わ

園

、

大

島

青

松

園

、

多

磨

全

生

れ

た

。

好蕃社・慰廃園回顧展
-120年間〇貴重芍資料一

覧
が
あ
っ
た
。

な
お
、
二
月
十
五
日
に
は
全

園
、
ハ
ン
セ
ン
病
資
料
館
が
協

カ
、
連
日
学
生
な
ど
大
勢
の
観

好
善
社
は
一
八
七
七
（
明
治
十
）

年
、
英
国
の
婦
人
宣
教
師
ヤ
ン

グ
マ
ン
ら
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
、

―
二

0
年
を
経
た
現
在
で
も

「
全
国
学
生
社
会
人
キ
リ
ス
ト

者
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン

プ
」
を
は
じ
め
、

タ
イ
国
な
ど
東
南

ア
ジ
ア
ヘ
も
活
動

の
輪
を
広
げ
て
い

る。
慰
廃
圏
は

一
九

0
五

（
明
治
一
―
-
+

八
）
年
、
好

善
社
の
事
業

と
し
て
東
京

目
黒
に
私
立

病
院
と
し
て

開
設
さ
れ
た
。

第
一
区
全
生

病
院
が
開
設
さ
れ
る
と
政

府
の
委
託
を
受
け
、
一
時

救
護
所
の
役
目
も
果
た
し

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
両
先
生

た
が
、
一
九
四
二
（
昭
和
十
七
）

年
、
運
営
難
に
よ
り
閉
鎖
、
患

者
五
十
六
名
は
多
磨
全
生
園
に

移
っ
た
。
運
営
四
十
八
年
問
の

収
容
患
者
数
は
四
、
一
五
九
名

に
達
し
た
。

今
回
展
示
さ
れ
て
い
る
写
真

資
料
は
、
戦
争
に
よ
る
空
襲
中

も
「
こ
れ
だ
け
は
」
と
大
切
に

持
っ
て
逃
げ
て
い
た
と
い
う
貴

重
な
物
で
、
是
非
一
見
を
お
願

い
し
た
い
。

5
迄
/

バ
ス
停
改
名
さ
れ
る

＿ハ
ン
セ
ン
病
資
料
館
一

資
料
館
正
門
前
の
バ
ス
停
が

四
月
一
日
か
ら
「
ハ
ン
セ
ン
病

資
料
館
」
と
名
称
変
更
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。

全
生
園
南
側
垣
根
を
回
る
バ

ス
路
線
（
清
瀬

S
久
米
川
、
清

瀬
＼
所
沢
間
の
二
系
統
）
に
「
国

立
多
摩
研
究
所
」
と
い
う
停
留

所
が
あ
る
が
、
そ
の
バ
ス
停
は

資
料
館
の
前
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

資
料
館
で
は
早
く
か
ら
名
称
の

変
更
を
要
請
し
て
い
た
。

「
多
摩
研
」
が
今
年
一
月
一
日

か
ら
「
国
立
予
防
研
究
所
」
、

さ
ら
に
四
月
一
日
か
ら
「
国
立

感
染
症
研
究
所
・
ハ
ン
セ
ン
病

研
究
セ
ン
タ
ー
」
と
改
称
さ
れ

る
こ
と
を
受
け
て
、
こ
の
度
は

国
立
多
磨
全
生
園
、
入
園
者
自

治
会
、
多
摩
研
、
資
料
館
四
者

の
連
名
で
要
請
を
し
て
い
た
と

こ
ろ
、
四
月
一
日
か
ら
「
ハ
ン

セ
ン
病
資
料
館
」
と
変
更
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。

西
武
バ
ス
の
ご
理
解
に
も
深

く
感
謝
し
て
い
る
。
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昨

年

五

月

十

肖

像

画

は

中

日

、

ら

い

予

防

山

節

夫

監

督

の

法

廃

止

を

記

念

娘

さ

ん

、

中

山

し

て

行

わ

れ

た

泉

子

さ

ん

（

多

全

療

協

多

磨

支

摩

美

大

卒

）

に

部

主

催

の

復

権

よ

っ

て

こ

の

程

資

料

館

で

は

毎

年

各

療

養

所

元

年

祝

賀

会

に

完

成

、

一
月

二

の

「昔
む
か
し
写
真
展
」
を
順

お

い

て

、

ハ

ン

十

八

日

、

自

治

次

開

催

し

て

い

る

が

、

今

年

は

セ

ン

病

資

料

館

会

事

務

所

に

お

松

丘

保

養

園

と

長

島

愛

生

園

の

の

建

設

を

は

じ

い

て

贈

呈

式

が

写

真

展

を

五

月

一

日

（

木

）

よ

官

め

、

ら

い

予

防

行

わ

れ

た

。

り

六

月

三

十

日

（

月

）

ま

で

開

料

法

廃

止

、

ハ

ン

肖

像

画

は

、

催

す

る

こ

と

に

な

っ

た

。

資

セ

ン

病

啓

発

活

油

絵

、

四

十

号

松

丘

は

一

九

0
九
（
明
治
四

病

動

な

ど

に

多

大

の

大

作

。

大

変

十

二

）

年

、

わ

が

国

初

の

公

立

セ

な

功

績

を

残

さ

リ

ア

ル

な

出

来

療

養

所

五

カ

所

の

一

っ

と

し

て

ヽ

れ

た

大

谷

藤

郎

謝

状

と

肖

像

画

の

目

録

が

贈

呈

栄

え

で

、

大

谷

先

生

も

喜

ん

で

開

設

、

長

島

は

一

九

三

一

（

昭

念

先

生

に

対

し

感

さ

れ

た

。

お

ら

れ

た

。

和

六

）

年

、

初

の

國

立

ら

い

療

*
*
*
＊
＊
＊
＊
*
＊
*
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
*
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
*
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
 

a
 

―-＝ロ宮松
出

演

者

の

小

林

高

桂

樹

、

岸

田

今

日

子
、
松
原
智
恵
子
、

酒
井
美
紀
さ
ん
や

監
督
の
熊
井
啓
さ

ん
、
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
の
山
口
さ
ん
、

福
田
さ
ん
ら
は
、

理
解
を
深
め
る
た

め
資
料
館
を
訪
れ

て
い
る
。
映
画
公

開
は
秋
の
予
定
。
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日
活
映
画

「愛
す
る
L

の
試

写
会
が
二
月
二
十
八
日
、
五
反

田
の

I
M
A
G
I
K
A
で
行
わ

れ
た
。
こ
の
映
画
は
故
遠
藤
周

作
の

「私
が
棄
て
た
女
」
を
元

に
現
代
風
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
も

の
で
、
予
防
法
廃
止
後
、
主
人

公
の
森
田
ミ
ツ
が
入
所
中
の
老

人
を
数
十
年
ぶ
り
に
故
郷
に
つ

れ
て
行
き
、
老
人
が
興
奮
し
て

海
の
中
に
入
っ
て
行
く
感
動
的

な
シ
ー
ン
や
、
ハ
ン
セ
ン
病
に

対
す
る
不
当
な
偏
見
差
別
の
問

題
に
も
ふ
れ
て
い
る
。

日
活
映
画
r
愛
す
る
」

鵬
雲
奉
写
鍔
勾
霞
る

復権元年記念集会での
肖像画を贈る

肖像画を見る大谷先生と中山泉子さん

資料館見学の酒井美紀さん•••••••••••• 
ー
好
善
社
百
年
の
歩
み
ー

参
考
・
引
用
文
献
／
年
表
／

ら
い
療
養
所
・
教
会
所
在
地

地
図
三
八
四
頁

日
本
基
督
教
団
出
版
局

特
価
二
五

0
0円

潟
る
国
囮

•••••••••••• 
養
所
と
し
て
開
設
さ
れ
た
。

共
に
歴
史
は
古
く
、
そ
れ
ぞ

れ
独
特
な
典
味
深
い
写
真
が
沢

山
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

な
お
、
今
ま
で
紹
介
さ
れ
た

写
真
展
は
▼
多
磨
全
生
園
・
神

山

復

生

病

院

▼

菊

池

恵

楓

園
・
琵
琶
崎
待
労
病
院
（
身
延

深
敬
園
を
含
む
）
▼
大
島
青
松

圏
・
邑
久
光
明
園
（
外
島
保
養

園
を
含
む
）
で
、
来
年
は
栗
生

楽
泉
園
と
星
塚
敬
愛
園
の
「
写

真
展
」
を
予
定
し
て
い
る
。

今
年
は
松
丘
と
長
島

昔
む
か
し
写
真
展
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一
九

0
1
(
明
治
三
四
）
年

十
月
十
六
日
、
千
葉
医
学
専
門

学
校
卒
業
後
、
三
四
年
十
一
月

二
六
日
実
地
研
究
の
た
め
県
立

千
葉
病
院
内
科
に
入
局
、
三
六

年
四
月
三

0
日
か
ら
三
八
年
四

月
一
四
日
ま
で
、
医
学
研
究
の

メ
ッ
カ
と
さ
れ
た
官
立
伝
染
研

究
所
に
お
い
て
細
菌
血
清
学
研

究
に
従
事
す
る
。

明
治
三
八
年
四
月
十
五
日
か

の
目
黒
慰
廃
園
に
嘱
託
医
と
し

て
勤
務
す
る
も
、
四
二
年
三
月

三
一
日
依
願
免
に
よ
り
退
職
し

先駆者⑪

中

条

来
館
者
の
声

券
函
図
園
せ
国
国
念

・
学
生

20
オ

男

性

大
学
の
先
輩
に
誘
わ
れ
て
来

館
し
た
。
ハ
ン
セ
ン
病
に
つ
い

て
は
、
ら
い
予
防
法
の
件
で
新

聞
等
で
少
し
だ
け
触
れ
た
が
何

分
、
身
近
で
な
か
っ
た
の
で
あ

ま
り
興
味
を
ひ
か
な
か
っ
た
。

誰
も
が
病
気
に
な
る
可
能
性

を
も
っ
て
い
る
と
い
う
意
識
を

持
つ
こ
と
が
必
要
だ
と
思
っ
た
。

・
学
生

22
オ

女

性

見
て
い
て
当
時
の
ハ
ン
セ
ン

病
患
者
が
ど
ん
な
に
む
ご
い
状

況
に
あ
っ
た
か
、
人
間
以
下
の

扱
い
を
受
け
て
い
た
の
が
わ
か

り
、
胸
が
痛
む
思
い
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
過
ち
を
二
度
と

犯
さ
な
い
よ
う
に
、
私
に
は
何

が
出
来
る
ん
だ
ろ
う
と
思
い
考

え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

・
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー

28
オ

シ
ョ
ッ
ク
で
胸
が
苦
し
く
な

り
ま
し
た
。
患
者
さ
ん
へ
の
差

別
許
せ
ま
せ
ん
。
病
人
を
刑
務

ら
は
、
診
療
を
求
め
て
伝
染
研

究
所
に
集
ま
る
、
ら
い
患
者
の

救
護
所
と
な
っ
て
い
た
東
京
市

所
み
た
い
な
所
に
閉
じ
こ
め
る

な
ん
て
ひ
ど
い
で
す
。

・
小
学
四
年

11
オ

女

子

病
気
に
よ
っ
て
人
を
差
別
す

る
な
ん
て
ぜ
っ
た
い
い
け
な
い
。

・
会
社
員

30
オ

男

性

誤
っ
た
情
報
は
人
権
ま
で
も

奪
っ
て
ゆ
く
。
人
権
を
求
め
て

た
た
か
っ
て
こ
ら
れ
た
患
者
の

方
の
熱
意
と
情
熱
に
は
頭
の
下

が
る
思
い
だ
。
正
し
い
情
報
と

意
識
で
差
別
が
な
く
な
っ
て
い

く
な
ら
ば
、
こ
ん
な
に
う
れ
し

い
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

•
製
薬
メ
ー
カ
ー
2
7オ
男
性

ハ
ン
セ
ン
病
の
症
状
は
知
っ

て
い
た
が
、
見
学
し
て
歴
史
や

. 

凸
I 
ニ資

且冒:[〗だ兼内閣 長二ぜ保青年
医務よ明兼月ら養森四
長省り治任ーれ院県月
をよ療四と日‘医よー
任り養三なに同長り日
命北所年つは年を北‘
さ部長十た院十命部青

゜
生
活
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。
仕

事
で
前
の
道
路
を
通
る
た
び
、

行
き
た
い
な
あ
ー
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。
も
っ
と
早
く
来
た
か

っ
た
で
す
。

・
団
体
職
員

34
オ

女

性

久
米
川
駅
前
に
住
ん
で
い
な

が
ら
、
貴
館
の
存
在
さ
え
知
ら

な
か
っ
た
の
は
お
恥
ず
か
し
い
。

地
元
民
と
し
て
は
、
も
っ
と
知

ら
れ
て
い
て
良
い
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
た
。

世
界
中
（
特
に
発
展
途
上
国

に
は
）
ま
だ
ま
だ
支
援
を
必
要

と
し
て
い
る
患
者
さ
ん
が
多
い

と
思
う
の
で
、
貴
館
の
経
験
が

そ
う
い
う
国
に
伝
わ
り
、
そ
の

れ
治
ら
い
薬
「
T
R
L
を
つ
く

り
広
く
応
用
し
た
。

そ
の
後
、
院
長
又
は
園
長
と

し
て
一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）

年
三
月
一
日
現
職
の
ま
ま
他
界

さ
れ
る
ま
で
、
ら
い
患
者
の
診

療
と
療
養
所
の
運
営
に
多
大
な

貢
献
を
し
た
。

ふ
国
の
患
者
さ
ん
の
救
済
に
な
れ

ば
素
晴
ら
し
い
と
思
っ
た
。

・
会
社
員

31
オ

男

性

現
在
の

H
I
V
等
も
ハ
ン
セ

ン
病
に
共
通
す
る
問
題
点
を
抱

え
て
い
る
と
思
う
。
こ
れ
ま
で

の
教
訓
と
い
う
か
過
去
の
歴
史

を
将
来
の
プ
ラ
ス
的
方
向
へ
駆

使
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

う
。
学
校
（
小
・
中
・
高
）
教

育
で
、
社
会
を
知
る
上
で
積
極

的
に
来
館
し
、
見
学
す
る
よ
う

取
組
む
べ
き
だ
と
思
う
。

Q
〶
Q
も
Q
も
Q
®
函
®
Q
も
Q
も
Q
も

◎
あ
と
が
き

ら
い
予
防
法
が
廃
止
さ
れ
て

早
く
も
一
年
が
経
っ
た
。
こ
の

間
療
園
に
は
ど
の
よ
う
な
変
化

が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か

テ
レ
ビ
、
新
聞
、
雑
誌
等
の

取
材
が
多
く
な
っ
た
こ
と
、
一

部
の
人
だ
が
映
画
、
講
演
依
頼

が
あ
る
こ
と
。
偽
名
を
本
名
に

戻
し
た
こ
と
。
家
族
や
知
人
等

の
面
会
、
関
係
団
体
等
の
来
固

が
若
干
ふ
え
た
こ
と
。

表
面
的
に
は
目
立
た
な
い
が

徐
々
に
啓
発
活
動
が
広
ま
っ
て

い
る
の
は
確
か
だ
。
（
修
）
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